










ゼミ教育日本一を目指して
学内ゼミナール大会開催
ゼミ教育日本一を目指して
学内ゼミナール大会開催

学
内
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
を
終
え
て

今
年
で
37
回
目
を
迎
え
た
「
学
内
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
ゼ
ミ
の
メ
ン
バ
ー
で
研
究
し
た

こ
と
を
発
表
す
る
大
会
で
、
当
日
は
た
い

へ
ん
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
全
学
ぐ
る
み
で
研
究
発

表
を
行
っ
て
い
る
大
学
は
全
国
に
ほ
と
ん
ど
な
い
そ
う
で
す
。

今
回
は
26
ゼ
ミ
、
35
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
た
く

さ
ん
の
時
間
を
か
け
て
調
査
、
研
究
を
行
い
そ
の
成
果
を
し
っ
か

り
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
こ
の
大
学
に
入
っ
て

２
度
目
の
参
加
と
な
り
、
発
表
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
あ
ま
り
不

安
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
年
は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

運
営
委
員
長
と
し
て
、
大
会
全
体
を
と
り
ま
と
め
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
大
役
が
あ
り
ま
し
た
。
一
人
の
力
で
は
ど
う
す

る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
協
力
の

お
か
げ
で
無
事
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
論

文
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
斎
藤
悦
子

経
済
学
部
教
授
や
、
大
会
の
準
備
に
協
力
し
て
く
れ
た
教
務
課
職

員
の
皆
さ
ん
、
大
会
当
日
に
司
会
や
タ
イ
ム
キ
ー
パ
ー
を
務
め
て
く

れ
た
運
営
委
員
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会
で
発
表
し
た
こ
と
の
経
験
や
知
識
を
自
分
た
ち

の
自
信
に
し
て
今
後
の
大
学
生
活
に
役
立
て
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

12
月
2
日（
水
）、
第
37
回
岐
阜
経
済
大
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大

会
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゼ
ミ
ご
と
に
テ
ー
マ
を
持
ち
、

協
力
し
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、
ま
と
め
あ
げ
た
成

果
を
発
表
す
る
大
会
で
す
。
大
会
の
準
備
や
運
営
を

学
生
が
主
体
的
に
進
め
る
本
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
会

は
、
こ
れ
ま
で
脈
々
と
36
年
間
続
い
て
お
り
、
本
学

が
誇
る
伝
統
事
業
で
す
。

今
年
度
は
、26
ゼ
ミ
35
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

学
生
の
発
表
後
は
、
指
導
教
員
と
は
別
の
複
数

の
教
員
に
よ
る
審
査
が
あ
り
、
５
会
場
そ
れ
ぞ
れ
で

１
チ
ー
ム
の
優
秀
ゼ
ミ
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
例
年
、

多
く
の
ゼ
ミ
が
、
こ
の
大
会
に
向
け
、
切
磋
琢
磨
し
、

高
い
評
価
を
受
け
る
ゼ
ミ
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
ゼ
ミ
が
こ
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
共
通
の
目
標
に
向
け
共
に
学
び
、
協
力
し

合
い
、
学
生
達
が
更
な
る
課
題
に
向
か
っ
て
学
習
を

深
め
る
契
機
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、発
表
し
た
内
容
は
最
終
的
に
「
学
生
論
叢
」

と
し
て
１
冊
に
ま
と
め
ら
れ
、
大
学
の
学
び
の
集

大
成
と
し
て
結
実
し
ま
す
。

大野ゼミＡ プロ野球・Ｊリーグの衰退を防ぐには 

谷江ゼミ 現代ドイツとヨーロッパ 

岸ゼミＣ  アスリートの日常・競技ストレッサー認知とその解消法
 ～スポーツ・コミットメントの視点から～ 

福地ゼミ 小学生を対象としたレクリエーション支援活動の取り組み 

佐藤（俊）ゼミ 「日本人は生命保険好き」は本当か 

安田ゼミ デジタルメディアを活用したプロモーション 

森ゼミ 大学東側水路の現在と過去
 ～まちづくりとしての川づくり～ 

鈴木ゼミＡ 若者の性と生 ～新たな試みと情報発信～ 

岩坂ゼミ 地球環境と電気自動車 

石原ゼミ 拡大する欧州連合 

高橋（正）ゼミＢ 子ども達のスポーツ活動の現状と発展 

小倉ゼミＡ アパレル業界分析
 ～100 年に一度の大不況　あの企業はなぜ売れる～ 

樋下田基礎ゼミ 自然の恵み「水」を考える ～大垣の自噴水からできる地域のつながり～ 

大野ゼミＡ Ａクラス楽天ゴールデンイーグルスの経営戦略 

斎藤ゼミＢ 食育から孤食を考える 

高橋（正）ゼミＡ 子どものスポーツを取り巻く現状 

樋下田ゼミ 共同売店と地域住民の助け合い
 ～人と人との繋がりを地域福祉から考える～ 

大野ゼミＢ avex の成功要因についての分析 

高橋（信）ゼミ IT 企業の経営戦略
 ～携帯電話事業とゲームソフト事業の場合～ 

岩坂ゼミ 転換を迎えた日本型コンビニ 

鈴木ゼミB 地域の安全・安心を確保する 

野松ゼミ 危機に攻める中小企業 

神谷ゼミ バレーボールを用いた体育理論の授業研究 

大野ゼミB プロスポーツチームと地域の在り方 

山田（壮）ゼミ ネットカフェ難民について 

岸ゼミＣ スポーツ選手のルーティーン行動の心理的影響 

新家ゼミ 音楽療法と演奏活動の取り組み 

小倉ゼミＣ 小売業サバイバル ～不振続きの百貨店～

岸ゼミＡ 競技レベルから見た高校バレーボールチームの集団機能
 ～集団凝集性とソーシャルサポートから迫る～ 

菅谷ゼミ 日本の年金の現状 ～課題と改革への視座～

小倉ゼミB 航空業界の明暗 ̶JAL と ANA̶ 

井戸ゼミ 学内物々交換オークション web サイトの開発 

斎藤ゼミＡ オリンピックの経済効果 

稲垣ゼミ スポーツビジネスにおける優良企業 

宇野ゼミ 次世代燃料とエコカー

ゼ
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経
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学
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リ
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）

学
内
役
職
者

２
０
０
９
年
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月
１
日
就
任

小
野
勝
敏 

名
誉
教
授　
　

1
9
7
1
年
就
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前
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営
学
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教
授

名
誉
教
授
の
称
号
授
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２
０
０
９
年
4
月
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日
付

教
員
人
事

優
秀
ゼ
ミ

参加ゼミ名 テ ー マ

佐藤（俊）ゼミ
「日本人は生命保険好き」は本当か 

高橋（正）ゼミＢ
子ども達のスポーツ活動の現状と発展 

樋下田ゼミ
共同売店と地域住民の助け合い
～人と人との繋がりを地域福祉から考える～

神谷ゼミ
バレーボールを用いた体育理論の授業研究

山田（壮）ゼミ
ネットカフェ難民について

小倉ゼミB
航空業界の明暗 －JALとANA－

自分の夢実現のために！
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